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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、霊長類の大脳皮質で認知記憶課題に関連して賦活化する部位を fMRI によって同定し、ネ

ットワーク構造解析を行うことにより、領域間結合の機能を推定することを目的としている。その大脳

ネットワークを、霊長類脳では困難であった光遺伝学的技術を用いて擾乱し、行動変化を観察すること

で証明するという極めて先端的な価値の高い研究である。既に、多くの優れた成果を上げて、最終目標

達成への技術的問題点もほぼ克服しており、期待以上の進捗と判断できる。 


